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はじめに

この前書きは、次の項で構成されています。

•対象読者（vページ）
•表記法（vページ）
• Cisco UCSの関連ドキュメント（viiページ）
•マニュアルに関するフィードバック（viiページ）
•マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート（viiiページ）

対象読者
このガイドは、次の1つ以上に責任を持つ、専門知識を備えたデータセンター管理者を主な対
象にしています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

表記法
このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

説明表記法

コマンド、キーワード、およびユーザーが入

力するテキストは、太字で表示されます。

太字

文書のタイトル、新規用語、強調する用語、

およびユーザーが値を指定する関数は、イタ

リック体で示しています。

イタリック体
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説明表記法

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キー
ワードは、波カッコで囲み、縦棒で区切って

示しています。

{ x | y | z }

どれか 1つを選択できる省略可能なキーワー
ドは、角カッコで囲み、縦棒で区切って示し

ています。

[ x | y | z ]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後に
は引用符を使用しません。引用符を使用する

と、その引用符も含めて stringとみなされま
す。

string

システムが表示する端末セッションおよび情

報は、courierフォントで示しています。
courierフォント

パスワードのように出力されない文字は、山

かっこ（< >）で囲んで示しています。
< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応

答は、角カッコで囲んで示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号
（#）がある場合には、コメント行であること
を示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報やこのマニュアルに記載されていない参照資料を紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意

「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮でき

ます。

ワンポイントアドバイ

ス
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安全上の重要事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。装置の取り扱

い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止策に留意してください。

各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の安全についての警告

を参照してください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告

Cisco UCSの関連ドキュメント

ドキュメントロードマップ

詳細については、次のリンクから関連資料を参照できます。

• Cisco UCS Manager PowerToolリリース 3.xユーザガイド

• Cisco IMC PowerTool、リリース 3.xユーザガイド

• Cisco UCS Central PowerTool、リリース 3.xユーザガイド

• Cisco UCS Documentation Roadmap

• Cisco UCS C-Series Documentation Roadmap

• Cisco UCS Central Configuration Guides

その他のマニュアルリソース

Bシリーズおよび Cシリーズのすべてのドキュメントを含む ISOファイルは、次の URLから
入手できます。https://software.cisco.com/download/type.html?mdfid=283853163&flowid=25821こ
のページで、[Unified Computing System (UCS) Documentation Roadmap Bundle]をクリックしま
す。

ISOファイルは、ドキュメントのメジャーリリースの後に更新されます。

ドキュメントの更新通知を受け取るには、Twitterの『Cisco UCS Docs』をフォローしてくださ
い。

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点が

ございましたら、HTMLドキュメント内のフィードバックフォームよりご連絡ください。ご
協力をよろしくお願いいたします。
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マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手、サービス要求の提出、および追加情報の収集については、

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html.の『What’s New in Cisco Product
Documentation』を参照してください。

『What's New in Cisco Product Documentation』は、シスコの新規および改訂版の技術マニュアル
の一覧も示し、RSSフィードとして購読できます。また、リーダーアプリケーションを使用
してコンテンツをデスクトップに配信することもできます。RSSフィードは無料のサービスで
す。
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第 1 章

概要

この章の内容は、次のとおりです。

• Cisco UCS PowerToolスイートについて（1ページ）
•システム要件（1ページ）

Cisco UCS PowerToolスイートについて
Cisco UCS PowerToolスイートは、Cisco UCS Manager、Cisco UCS、Cisco IMCのあらゆる側面
を自動化する一連のPowerShellモジュールです。また、サーバやネットワーク、ストレージ、
ハイパーバイザ管理の自動化もサポートします。Cisco IMC PowerToolスイートは、既存の IT
管理プロセスやツールと容易に統合できます。PowerToolコマンドレットは、Cisco UCS管理
情報ツリー（MIT）で機能します。これらのコマンドレットを使えば、MITの UCSマネージ
ドオブジェクト(MOs)での読み取り、作成、変更、削除が実行できます。

リリース2.5(2)より前は、PowerToolモジュールは cisco.comに掲載されていました。

リリース 2.5(2)以降、PowerToolモジュールは https://www.powershellgallery.com/profiles/Cisco
で入手できます。

（注）

システム要件
システムが次の要件を満たしていることを確認してください。

• Windows PowerShell 5.1または PowerShell 6.x以降

• .NET Framework 4.7.1以降または .NET Core 2.0以降

Cisco UCS Manager

Cisco UCS Manager PowerToolは、次の Cisco UCS Managerリリースと互換性があります。
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•リリース 4.2

•リリース 4.1

• Release 4.0

•リリース 3.2

•リリース 3.1

•リリース 3.0

•リリース 2.5

•リリース 2.2

•リリース 2.1

•リリース 2.0

Cisco UCS Cシリーズサーバ

Cisco IMC PowerToolは、次の Cisco UCS Cシリーズリリースと互換性があります。

•リリース 4.2

•リリース 4.1

• Release 4.0

•リリース 3.1

•リリース 3.0

•リリース 2.0

•リリース 1.5

Cisco UCS E-Series Servers

Cisco IMC PowerToolは、次の Cisco UCS Eシリーズリリースと互換性があります。

•リリース 2.2(1)以降

Cisco UCS Central

Cisco UCS Central PowerToolは、次の Cisco UCS Centralリリースと互換性があります。

•リリース 2.0

•リリース 1.5

•リリース 1.4

•リリース 1.3
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•リリース 1.2

インストール要件

上位バージョンにアップグレードする前に、下位バージョンのモジュールをアンインストール

することをお勧めします。

重要

ロードされた PowerToolモジュールで動作中の PowerShellのインスタンスは閉じてください。
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第 2 章

UCS Power Toolモジュールの取り付けまた
はアップグレード

PowerShellから Install-Moduleコマンドレットを使用して、PowerToolの個々のPowerShellモ
ジュールをインストールできます。たとえば、 PowerShellギャラリーから Cisco.UCSManager
モジュールをインストールし、このモジュールを使用して UCSMで操作を実行できます。

新しいバージョンをインストールする前に、古いバージョンのPowerToolのPowerShellモジュー
ルをアンインストールしてください。PowerToolモジュールをアンインストールするには、
Uninstall-Moduleコマンドレットを使用します。例：

Uninstall-Module -Name Cisco.UCSManager

•リリース2.5(2)より前は、PowerToolモジュールは cisco.comに掲載されていました。

リリース 2.5(2)以降、PowerToolモジュールは https://www.powershellgallery.com/profiles/Cisco
で入手できます。

• Cisco.UCS.DesiredStateConfigurationモジュールは、3.xリリースではサポートされていませ
ん。

（注）

PowerShellギャラリーから PowerToolの PowerShellモジュールをインストールするには、次の
手順を実行します。

手順

ステップ 1 Windowsでは管理者として実行、それ以外では sudoを使用してPowerShellを起動します。

ステップ 2 Install-Moduleコマンドレットを使用して、PowerShellギャラリーから次のPowerToolのPowerShellモジュー
ルをインストールします。

• Cisco.IMC

• Cisco.UCSManager

Cisco UCS Power Toolスイートのインストールおよび構成ガイド、リリース 3.0(6)
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• Cisco.UCSCentral

詳細については、Microsoftのマニュアルを参照してください。

Install-Module -Name Cisco.UCSManager

PowerToolモジュールパッケージは、次から入手できます。

https://www.powershellgallery.com/profiles/Cisco

• Cisco UCS PowerToolスイートのアンインストール（6ページ）
• Cisco UCS PowerToolスイートのアンインストール（7ページ）

Cisco UCS PowerToolスイートのアンインストール
PowerToolの PowerShellモジュールをアンインストールするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Windowsで Run as Administratorを使用するか、Windows以外で sudoを使用して、PowerShellを起動しま
す。

ステップ 2 Uninstall-Moduleコマンドレットを使用して、PowerToolの次の PowerShellモジュールをアンインストール
します。

• Cisco.IMC

• Cisco.UCSManager

• Cisco.UCSCentral

• Cisco.UCS.Common

例： Uninstall-Module Cisco.UCSManager

（注）

最初に依存モジュールをアンインストールすることはできません。たとえば、Cisco.UCSManager、
Cisco.UCSCentralおよび Cisco.IMCはモジュール Cisco.UCS.Commonに依存します。

そのため、Cisco.UCS.Commonをアンインストールする前に、まずこれらのモジュールをアンインストー
ルする必要があります。

詳細については、Microsoftのマニュアルを参照してください。

モジュールのアンインストール

すべてのモジュールがアンインストールされたかどうかを確認するには、Get-InstalledModuleコマンドレッ
トを使用します。

Cisco UCS Power Toolスイートのインストールおよび構成ガイド、リリース 3.0(6)
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Cisco UCS PowerToolスイートのアンインストール
PowerToolの PowerShellモジュールをアンインストールするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Windowsで Run as Administratorを使用するか、Windows以外で sudoを使用して、PowerShellを起動しま
す。

ステップ 2 Uninstall-Moduleコマンドレットを使用して、PowerToolの次の PowerShellモジュールをアンインストール
します。

• Cisco.IMC

• Cisco.UCSManager

• Cisco.UCSCentral

• Cisco.UCS.Common

例： Uninstall-Module Cisco.UCSManager

（注）

最初に依存モジュールをアンインストールすることはできません。たとえば、Cisco.UCSManager、
Cisco.UCSCentralおよび Cisco.IMCはモジュール Cisco.UCS.Commonに依存します。

そのため、Cisco.UCS.Commonをアンインストールする前に、まずこれらのモジュールをアンインストー
ルする必要があります。

詳細については、Microsoftのマニュアルを参照してください。

モジュールのアンインストール

すべてのモジュールがアンインストールされたかどうかを確認するには、Get-InstalledModuleコマンドレッ
トを使用します。
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第 3 章

Cisco UCS PowerToolスイートの構成

この章の内容は、次のとおりです。

• Cisco UCS共通モジュール（9ページ）
• Cisco UCSのソフトウェア画像の取得（10ページ）
• Cisco UCSハードウェアおよびソフトウェア互換性ツールの統合（11ページ）

Cisco UCS共通モジュール
Cisco UCS共通モジュールには、すべての Cisco UCSモジュールに共通の機能やアクションの
ためのコマンドレットが含まれています。コマンドレットは、Cisco UCS Manager、Cisco IMC
と Cisco UCS PowerToolの以前のリリースで使用できる重複コマンドレットに取って代わるも
のです。Retained Cmdlet列のコマンドレットは維持されており、3つの PowerToolモジュール
すべてで使用できます。

Cisco IMCで削除されたコマン
ドレット

Cisco Centralで削除されたコマ
ンドレット

維持されているコマンドレッ

ト

Get-ImcPowerToolCommunityGet-UcsCentralPowerToolCommunityGet-UcsPowerToolCommunity

Get-ImcPowerToolConfigurationGet-UcsCentralPowerToolConfigurationGet-UcsPowerToolConfiguration

Set-ImcPowerToolConfigurationSet-UcsCentralPowerToolConfigurationSet-UcsPowerToolConfiguration

Get-ImcPSSessionGet-UcsCentralPSSessionGet-UcsPSSession

Export-ImcPSSessionExport-UcsCertralPSSessionExport-UcsPSSession

スクリプトのこのリリースから削除されたコマンドレットを使用する場合は、RetainedCmdlet
列のコマンドレットを使用してください。

Cisco UCS Power Toolスイートのインストールおよび構成ガイド、リリース 3.0(6)
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Cisco UCSのソフトウェア画像の取得
次のコマンドレットは、Cisco.comからCiscoUCSManager、CiscoUCSCentral、Cisco IMCサー
バの使用可能なドライバまたはファームウェア画像を取得するために使用できます。

Get-UcsSoftwareImageList

構文

Get-UcsSoftwareImageList -APIKey <UserAPIKey>
[-Category <string>] [-Type <string>] [-Model <string>] [-AllReleases]
[-Proxy <WebProxy>] [-Ucs <BaseHandle[]>] [<CommonParameters>]

Get-UcsSoftwareImageList -APIKey <UserAPIKey>
-MdfId <uint> -SoftwareId <uint> [-AllReleases] [-Proxy <WebProxy>]
[-Ucs <BaseHandle[]>] [<CommonParameters>]

APIKeyは、ユーザのハードウェアプロファイルで定義されているAPIキーを指定します。

AllReleasesスイッチパラメータは UCS PowerToolスイート 2.0(2)以降から利用できます。
–AllReleaseスイッチパラメータを指定すると、選択したデバイスタイプに合わせてCisco.com
で利用可能なすべての画像をリストします。

–Versionパラメータは、UCS PowerToolスイートリリース 2.0(1)用のみで有効です。

（注）

Get-UcsSoftwareImage

構文

Get-UcsSoftwareImage -SoftwareImage <ImageDetails> -Path <string> [-EulaAccepted] [-Xml]
[<CommonParameters>]

例

Get-UcsSoftwareImageList
Get-UcsSoftwareImageList -Category Default
Get-UcsSoftwareImageList -Category ModularServer
Get-UcsSoftwareImageList -Category ModularServer -Type Firmware
Get-UcsSoftwareImageList -Category ModularServer -Type Drivers
Get-UcsSoftwareImageList -Type Firmware
Get-UcsSoftwareImageList -Type Drivers
$images= Get-UcsSoftwareImageList
$image[0] | Get-UcsSoftwareImage -Path "C:\Images" -EulaAccepted -verbose
Get-UcsSoftwareImageList | Get-UcsSoftwareImage -Path "C:\Images" -verbose

Cisco.comから取得したソフトウェア画像を使用していた次のコマンドレットは、本リ
リース以降サポートされなくなります。

• Get-UcsCcoImageList

• Get-UcsCcoImage

Cisco UCS Power Toolスイートのインストールおよび構成ガイド、リリース 3.0(6)
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CiscoUCSハードウェアおよびソフトウェア互換性ツール
の統合

Cisco UCS Hardware and Software Compatibility List (HCL)ツールには、シスコまたはシスコの
パートナー、またはその両方によってテストされ、検証された UCSコンポーネントと設定の
相互運用性情報が記載されています。

UCS Powe rToolスイートのリリース 2. 1.1以降、HCLツールとやり取りするためのカスタム
コマンドレットが追加されます。この機能では、UCSブレードまたはラックサーバからハー
ドウェアプロファイルを作成し、HCLツールをアップロードできます。また、アップロード
されたハードウェアプロファイルを選択して、HCLツールからファームウェアまたはドライ
バのバージョンの推奨されるバージョンを取得できます。

Cisco UCSに接続します

コマンドレットを実行する前に、以下を使用して Cisco UCSに接続する必要があります。
C:\> $cred = Get-Credential
C:\> $ucs = Connect-Ucs -Name <<IP Address>> -Credential $cred

Get UcsOsVendor

Get UcsOsVendorコマンドレットは HCLツールから、オペレーティングシステムのベンダー
コードと名前を取得するために使用します。

構文

Get-UcsOsVendor [-Id <string>] [-Proxy <WebProxy>] [<CommonParameters>]

詳細な説明

必須説明プロパティ

FalseOsVendor IDを指定します。Id

FalseHCL apiとの通信に使用する
Webプロキシを指定します。

Proxy

このコマンドレットは、次の

共通パラメータをサポートし

ています:-冗長、-デバッグ、-
ErrorAction-ErrorVariable、
-OutBuffer、および -
OutVariable。

コマンドパラメーター

例

C:\> $osVendor = Get-UcsOsVendor

C:\> $OSVendor

Cisco UCS Power Toolスイートのインストールおよび構成ガイド、リリース 3.0(6)
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T_ID ID OSVENDOR
---- -- --------
2 0 Citrix
3 1 Microsoft
6 2 SuSE
4 3 Oracle
5 4 Red Hat
8 5 VMware
7 7 Ubuntu
1 8 CentOS

Get UcsOperatingSystem

Get UcsOperatingSystemコマンドレットを使用して、選択したベンダーのサポートされている
すべてのオペレーティングシステムを取得します。

構文

Parameter Set: Vendor
Get-UcsOperatingSystem -OsVendor <OsVendor> [-Proxy <WebProxy>] [<CommonParameters>]

Parameter Set: Id
Get-UcsOperatingSystem -OsVendorTreeId <string> [-Proxy <WebProxy>] [<CommonParameters>]

詳細な説明

必須説明プロパティ

TrueOsVendorオブジェクトを指定
します。

OsVendor

TrueOsVendorのツリー idを指定し
ます。

OsVendorTreeId

FalseHCL apiとの通信に使用する
Webプロキシを指定します。

Proxy

このコマンドレットは、次の

共通パラメータをサポートし

ています:-冗長、-デバッグ、-
ErrorAction-ErrorVariable、
-OutBuffer、および -
OutVariable。

コマンドパラメーター

例

次の例では、Microsoft OSベンダーの詳細が $osVendor[1]として渡されます。

C:\> $osVersion = Get-UcsOperatingSystem -OsVendor $osVendor[1]

C:\> $osVersion

T_ID ID OSVERSION
---- -- ---------
39 141 Windows Server 2008 R2 SP1
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41 72 Windows Server 2012
38 338 Windows Server 2008 R2
42 118 Windows Server 2012 R2
40 175 Windows Server 2008 SP2
44 810 Windows Server 2019
43 601 Windows Server 2016

新しい UcsHardwareProfile

新規UcsHardwareProfileコマンドレットは、選択したサーバからのハードウェアプロファイル
の作成に使用されます。このコマンドレットを使用して作成ハードウェアプロファイルは、追

加UcsHardwareProfileコマンドレットを使用して、HCLツールにアップロードできます。この
コマンドレットは、パイプライン入力として ComputeBlade、ComputeRackUnit、
ComputeServerNode、および ServiceProfileのタイプの管理対象オブジェクトを受け取ります。
デフォルトでは、コマンドレットは、サーバのシリアル番号を収集します。シリアル番号を収

集するコマンドレットしたくない場合は、 -NoSerialNumberスイッチパラメータを使用しま
す。

構文

New-UcsHardwareProfile [-NamePrefix <string>] [-NoSerialNumber] -ManagedObject
<ManagedObject>
-OsVendorCode <string> -OsVersionCode <string> [-Ucs <BaseHandle[]>] [<CommonParameters>]
New-UcsHardwareProfile -Name <string> [-NoPostFix] [-NoSerialNumber] -ManagedObject
<ManagedObject> -OsVendorCode <string> -OsVersionCode <string> [-Ucs <BaseHandle[]>]
[<CommonParameters>]

詳細な説明

必須説明プロパティ

Trueハードウェアプロファイルの

名前を指定します。

名前

Falseハードウェアプロファイルの

名前を指定します。

NamePrefix

Trueハードウェアプロファイルの

JSONファイルがあるパスを指
定します。

パス

Trueハードウェアプロファイルの

JSONファイルがあるパスを指
定します。

LiteralPath

Falseコマンドレットはハードウェ

アプロファイル名にPOSTFIX
文字列をアタッチしないこと

を指定します。

NoPostFix
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必須説明プロパティ

True管理対象オブジェクトを指定

します。パラメータとして、

またはパイプラインから、関

連付けられている

ServiceProfileまたはブレード
または RackUnitまたは
ServerNodeを渡すことができ
ます。

ManagedObject

Falseスイッチのパラメータは、

ハードウェアプロファイル内

のシリアル番号をキャプチャ

しないコマンドレットを指示

します。

NoSerialNumber

TrueGetUcsOsVendorコマンドレッ
トを使用して、オペレーティ

ングシステムのベンダーコー

ドを指定します。

OsVendorCode

TrueGet UcsOperatingSystemコマン
ドレットを使用して、オペ

レーティングシステムのコー

ドを指定します。

OsVersionCode

Falseucs処理またはハンドルを指定
します。

Ucs

このコマンドレットは、次の

共通パラメータをサポートし

ています:-冗長、-デバッグ、-
ErrorAction-ErrorVariable、
-OutBuffer、および -
OutVariable。

コマンドパラメーター

例

C:\> $managedObject = Get-UcsManagedObject -Dn "sys/rack-unit-1"

C:\> $hardwareProfile = New-UcsHardwareProfile -Name "Test-HardwareProfile"
-OsVendorCode $osVendor[1].ID -OsVersionCode $osVersion[1].ID
-ManagedObject $managedObject

C:\> $hardwareProfile | ConvertTo-Json -Depth 100 | Out-File C:\hardwareProfile.json
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Add-UcsHardwareProfile

Add UcsHardwareProfileコマンドレットは HCLツールにハードウェアプロファイルをアップ
ロードするために使用します。Cisco.comの資格情報と New UcsHardwareProfileコマンドレッ
トを使用して作成されたハードウェアプロファイルオブジェクトを指定します。指定したアカ

ウントの複数のハードウェアプロファイルを保存することができます。HCLツールへのハー
ドウェアプロファイルのアップロードの入力として、JSONファイルを指定することもできま
す。これらのハードウェアプロファイルは、アダプターの推奨されるドライバとファームウェ

アバージョンに関する情報を取得する後で使用することができます。

構文

Add-UcsHardwareProfile -APIKey <UserAPIKey>
-HardwareProfile <CiscoHardwareProfile>
[-Proxy <WebProxy>] [-Xml] [<CommonParameters>]

Add-UcsHardwareProfile -APIKey <UserAPIKey>
-Path <string> [-Proxy <WebProxy>]
[-Xml] [<CommonParameters>]

Add-UcsHardwareProfile -APIKey <UserAPIKey>
-LiteralPath <string> [-Proxy <WebProxy>] [-Xml]

[<CommonParameters>]

詳細な説明

必須説明プロパティ

TrueNew-UcsHardwareProfileコマン
ドレットを使用して作成され

たハードウェアプロファイル

オブジェクトを指定します。

HardwareProfile

FalseHCL apiとの通信に使用する
Webプロキシを指定します。

Proxy

Trueユーザのハードウェアプロ

ファイルで定義されているAPI
キーを指定します。

APIKey

Trueハードウェアプロファイルの

JSONファイルがあるパスを指
定します。

パス

Trueハードウェアプロファイルの

JSONファイルがあるパスを指
定します。

LiteralPath
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必須説明プロパティ

このコマンドレットは、次の

共通パラメータをサポートし

ています:-冗長、-デバッグ、-
ErrorAction-ErrorVariable、
-OutBuffer、および -
OutVariable。

コマンドパラメーター

例

C:\> $result = Add-UcsHardwareProfile -APIKey <UserAPIKey> -Path C:\hardwareProfile.json

C:\> $result

CreationDate : 2019-06-20T06:37:07+00:00
LastModified : 2019-06-20T06:37:07+00:00
CecId :
Id : 9463
Name : Test-HardwareProfile_0
UcsServer : Cisco.Ucs.Core.CiscoUcsServer

Get UcsHardwareProfile

Get UcsHardwareProfileコマンドレットを使用して、特定の cisco.comの資格情報に対して HCL
ツールに存在するすべてのハードウェアプロファイルを取得します。特定のハードウェアプ

ロファイルを取得するのには、オプションの名前または IDパラメータを使用できます。

構文

Parameter Set: Default
Get-UcsHardwareProfile -APIKey <UserAPIKey> [-Proxy <WebProxy>] [<CommonParameters>]

Parameter Set: Name
Get-UcsHardwareProfile -APIKey <UserAPIKey> -Name <string> [-Proxy <WebProxy>]
[<CommonParameters>]
Parameter Set: Id
Get-UcsHardwareProfile -APIKey <UserAPIKey> -Id <string> [-Proxy <WebProxy>]
[<CommonParameters>]

詳細な説明

必須説明プロパティ

Trueハードウェアプロファイルの

名前を指定します。

名前

Trueハードウェアプロファイルの

名前を指定します。

Id

FalseHCL apiとの通信に使用する
Webプロキシを指定します。

Proxy
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必須説明プロパティ

Trueユーザのハードウェアプロ

ファイルで定義されているAPI
キーを指定します。

APIKey

このコマンドレットは、次の

共通パラメータをサポートし

ています:-冗長、-デバッグ、-
ErrorAction-ErrorVariable、
-OutBuffer、および -
OutVariable。

コマンドパラメーター

例

C:\> $getHardwareProfile = Get-UcsHardwareProfile -APIKey <UserAPIKey> -Name
"Test-HardwareProfile_0"

C:\> $getHardwareProfile

CreationDate : 2019-06-20T06:37:07+00:00
LastModified : 2019-06-20T06:37:07+00:00
CecId :
Id : 9463
Name : Test-HardwareProfile_0
UcsServer : Cisco.Ucs.Core.CiscoUcsServer

Remove-UcsHardwareProfile

Remove-UcsHardwareProfileコマンドレットは HCLツールから、ハードウェアプロファイルを
削除するために使用します。

構文

Remove-UcsHardwareProfile -APIKey <UserAPIKey> -HardwareProfile <CiscoHardwareProfile>
[-Proxy <WebProxy>] [<CommonParameters>]
Remove-UcsHardwareProfile -APIKey <UserAPIKey> -Id <string> [-Proxy <WebProxy>]
[<CommonParameters>]
Remove-UcsHardwareProfile -APIKey <UserAPIKey> -Name <string> [-Proxy <WebProxy>]
[<CommonParameters>]

詳細な説明

必須説明プロパティ

Trueハードウェアプロファイルの

名前を指定します。

名前

Trueハードウェアプロファイルの

名前を指定します。

Id

FalseHCL apiとの通信に使用する
Webプロキシを指定します。

Proxy
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必須説明プロパティ

Trueユーザのハードウェアプロ

ファイルで定義されているAPI
キーを指定します。

APIKey

このコマンドレットは、次の

共通パラメータをサポートし

ています:-冗長、-デバッグ、-
ErrorAction-ErrorVariable、
-OutBuffer、および -
OutVariable。

コマンドパラメーター

例

C:\> Remove-UcsHardwareProfile -APIKey <UserAPIKey> -Name "Test-HardwareProfile_0"

Hardware Profile with Name Test-HardwareProfile_0 removed successfully

Invoke-UcsHclUtility

Invoke UcsHclUtilityコマンドレットは HCLツールで利用可能なハードウェアプロファイルの
推奨されるドライバとファームウェアのバージョンのアダプターの取得に使用されます。

構文

Invoke-UcsHclUtility -APIKey <UserAPIKey> -HardwareProfile <CiscoHardwareProfile>
[-Proxy <WebProxy>] [-Tree] [-Advisories] [-AdvisoryType <string>] [<CommonParameters>]
Invoke-UcsHclUtility -APIKey <UserAPIKey> -Name <string> [-Proxy <WebProxy>] [-Tree]
[-Advisories] [-AdvisoryType <string>] [<CommonParameters>]
Invoke-UcsHclUtility -APIKey <UserAPIKey> -Id <string> [-Proxy <WebProxy>] [-Tree]
[-Advisories] [-AdvisoryType <string>] [<CommonParameters>]

詳細な説明

必須説明プロパティ

Trueハードウェアプロファイルの

名前を指定します。

名前

Falseハードウェアプロファイルの

一部である、コンポーネント

またはアダプターに対して公

開されるアドバイザリを表示

するためのスイッチパラメー

タを指定します。

Advisories

Falseフェッチされるアドバイザリ

のタイプを指定します。

AdvisoriesType
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必須説明プロパティ

False指定されている場合、コマン

ドレットはツリービューで詳

細な出力を表示します。

（注）

-Treeを使用する場合、パイプ
ラインのコマンドレットの出

力を使用できません

ツリー

Trueハードウェアプロファイルオ

ブジェクトを指定します。

HardwareProfile

FalseHCL apiとの通信に使用する
Webプロキシを指定します。

Proxy

Trueユーザのハードウェアプロ

ファイルで定義されているAPI
キーを指定します。

APIKey

このコマンドレットは、次の

共通パラメータをサポートし

ています:-冗長、-デバッグ、-
ErrorAction-ErrorVariable、
-OutBuffer、および -
OutVariable。

コマンドパラメーター

例

C:\> $hclResult = Invoke-UcsHclUtility -APIKey <UserAPIKey> -Name "Test-HardwareProfile_0"

C:\> $hclResult

CompatibilityProfiles Advisories
--------------------- ----------
{810}

C:\> $hclResult.CompatibilityProfiles

Version : 4.0(1)
DownloadUrl :
https://software.cisco.com/download/release.html?mdfid=283862063&flowid=25886&softwareid
=283655681
InstallationDocUrl :
http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-manager/products
-installation-guides-list.html
DriverIsoDownload :
https://software.cisco.com/download/home/283862063/type/283853158/release/4.0(1)
HardwareTypes : Cisco.Ucs.Core.HardwareTypes
Component : {ST1000NM0045, HUSMR7680BDP301, Micron_5100_MTFDDAV240TCB}
OsVersion : Windows Server 2019
OsVendor : Microsoft
OsVersionId : 810
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OsVendorId : 1
Notes : {96 : Requires minimum FW version 4.1.2d}

Get UcsHclAdvisoryTypes

構文

サーバモデルとそのコンポーネントのアドバイザリを表示するには、Get-UcsHclAdvisoryTypes
コマンドレットを使用します。

Get-UcsHclAdvisoryTypes -APIKey <UserAPIKey>
[-Proxy <WebProxy>][<CommonParameters>]

必須説明プロパティ

Trueユーザのハードウェアプロ

ファイルで定義されているAPI
キーを指定します。

APIKey

FalseHCL APIとの通信に使用する
Webプロキシを指定します。

Proxy

このコマンドレットは、次の

共通パラメータをサポートし

ています:-冗長、-デバッグ、-
ErrorAction-ErrorVariable、
-OutBuffer、および -
OutVariable。

コマンドパラメーター

例

C:\> $advisoryResult = Get-UcsHclAdvisoryTypes -APIKey <UserAPIKey>

C:\> $advisoryResult
EOL Advisory
Field Notice
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


